
 

 

 

 

日中、暖かい日もありますが、まだまだ冷え込む 2月。鬼ごっこや凧あげ、こま回し、ごっこ遊び、絵の具

遊びなど様々な遊びを楽しんでいます。空気が乾燥していて、この季節特有の感染症にも気をつけなければい

けない季節が続きます。栄養、睡眠をしっかりとって健康管理に十分気をつけてお過ごしください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月行事予定 

月 日 曜 行 事 予 定 

2 2 金 節分 

6 火 こども医療秘書専門学校発表会観覧（幼児組） 

７ 水 リズム会全体リハーサル（全園児） 

園庭開放（未就園児） 

10 土 リズム会 

15 木 身体測定（乳児組） 

16 金 身体測定(幼児組) 

19 月 サッカー教室（そら・ひかり組） 

20 火 観音小学校訪問（ひかり組） 

21 水 園庭開放（未就園児） 

※変更の場合あり 

★お弁当の日：10 日、24 日   

★3月９日：新入園児説明会、3月 23日：卒園式があります。

ホールや保育室を使用しますので可能な範囲内で家庭での

保育にご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

令和６年２月 1日 

 

園 長 免出 智美 
 

「遊び」の中に「学び」がいっぱい！ 

遊びも立派な学び！ 

子どもは遊びを通して学んでいく！ 

友達など人との関わり方を始め、身体を

動かすことの喜び、自然の尊さ、何かを創

造する力、想像したり感じたりする心、物

事に取り組む意欲など、実に様々なものを

複合的に学びます。それらは、人間が生き

ていくうえでとても大切な力であり、人生

を支える大切な基盤となるものです。好奇

心を働かせて好きな遊びを楽しむ意欲や、

より楽しもうと自ら工夫する力などが、結

果的には学ぶ力に繋がります。 

この時期に大切なのはあらゆるものの基

盤になる、目には見えない「根っこの力」

を培う最も有意義な経験は 

豊かな「遊び」の経験です。 

 

【引用・参考文献】大豆生田啓友著 

「子育て悩み解決100のメッセージ」 

 

大好きなお家の人と一緒に！

交流会 

きらきら・ふわふわ…

雪遊び 

お正月遊び 

不思議がいっぱい！

わくわくアート教室 

おひさまだより 



ドキュメンテーションから抜粋（各クラスの 1 枚） 

子どもは、遊びからたくさんのことを学んでいます。「何を感じ」「気付き」「理解できる」ようになるのか、

「試す」「工夫する」「表現する」など学びに向かう力がドキュメンテーションに毎日記録されています。子ど

もたちの豊かな感性やおもしろい発想、友だちへの思いやり、協同する力をドキュメンテーションからみつけ

てください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひかり（5 歳児)）  「鰯ってどんな魚？」 

 節分の日に鬼が来ないようにと鰯を買いに行きました！鰯にもいろいろな鰯が

あることを知り、それぞれの鰯の特徴を話し合いながら確認します。点々がつい

ていることやひれの形や場所の違いなどに気付きました。実際に買いに行き、身

体に点々がついていることを確認し、必要な数を買うことができました。「これで

鬼が来ないね～」と一安心・・・？ 

どんぐり（0歳児） 「ついてくる…」 

歩いていると影を発見！動くとついてくる影に興味津々。少し動いてじ

っと見て・・・ 繰り返し観察する姿が見られました。遊びの中で見つけ

た自然現象。”何だろう””不思議だな”といった感情が芽生え、そこか

ら経験を通していろいろなことを感じながら学んでいきます。 

たけのこ（1歳児） 「きらきら発見！」 

初めは飲み物に見立てて遊んでいたセンサリーボトル。おひさまの光が保

育室に入り、偶然影が光っていることに気づき、「きらきらー！」と嬉しそう

に伝えてくれました。ボトルを倒してみたり、並べてみたりと試行錯誤しな

がら光と影の変化の面白さ、不思議さを友だちと共有し、楽しんでいました。 

りす（2歳児） 「友だちとほっこりタイム！」 

足湯をするという共通の目的を持ち、友だちと協力していくことで、ど

んな準備がいるのか、何が必要なのかを自分で考えていきます。協力して

作ったことで”友だちと一緒”を楽しみ共感性や思いやりにも繋がってい

きます。 

うさぎ（3 歳児） 「ホットケーキつくろうよ」 

最初はお皿に見立てていた蓋でしたが、蓋の丸い形を活かして大きいホッ

トケーキを作ろうとします。器の大きさや形の特徴に気付きおままごとに取

り入れながら、本物に近づけようとしながら楽しんでいます。 

そら（4歳児） 「ひいらぎを探して」 

 鬼が嫌がる、ヒイラギとイワシの頭を合わせた‟やいかがし”を作るため、

ヒイラギを探しに出かけました。ヒイラギの写真をよく見ては、「ないねえ」

と子どもたち。似ている葉っぱや落ち葉を見るけると、「これは？」と見せ

に来ていました。ついに見つけると、触ってみて「いたい！」。「おにさんい

やがるねえ」と満足そうでした。ヒイラギを探す中で葉っぱのいろいろな形

に気付き、見立てる姿もありましたよ。 


